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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】モニタ画面上に表示されるカラー映像の色ズレ
を低減した面順次撮像方式の電子内視鏡装置を提供する
こと
【解決手段】電子内視鏡装置１は、観察部位に対し、複
数色の照明光をそれぞれ所定のタイミングで順次切り換
えて照射する光源装置４と、各色の照明光によって照ら
された被検対象を撮像する撮像素子２１を備えた内視鏡
２と、光源装置４より順次切り換えて照射される複数色
の照明光それぞれの照射タイミングに同期し、各色毎に
撮像した撮像信号を出力させるように撮像素子２１を制
御するＣＣＵ３と、このＣＣＵ３から順次出力される前
記各色毎の撮影信号に基づき、各色毎の映像信号を順次
生成するプロセス回路３３と、プロセス回路３３によっ
て順次生成され、各色毎の映像信号に基づいて各色毎の
画面を順次表示するＦＳＣ方式のモニタ５とで構成され
ている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検対象に対し、複数色の照明光をそれ
ぞれ所定のタイミングで順次切り換えて照射する照明光
供給手段と、
この照明光供給手段より照射された各色の照明光によっ
て照らされた被検対象を撮像する撮像手段と、
前記照明光供給手段より順次切り換えて照射される複数
色の照明光それぞれの照射タイミングに同期し、各色毎
に撮像した撮像信号を出力させるように前記撮像手段を
制御する撮像制御手段と、
この撮像制御手段から順次出力される前記各色毎の撮影
信号に基づき、各色毎の映像信号を順次生成する信号処
理手段と、
この信号処理手段により順次生成される、前記各色毎の
映像信号に基づいて各色毎の画面を順次表示する表示手
段と、
を具備することを特徴とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、面順次撮像方式の
電子内視鏡と、表示装置とを有する電子内視鏡装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡装置は、医療用分野及び工業用分
野で広く用いられている。これら内視鏡装置において
は、微細で複雑な観察部位でも高解像度かつ高画質で撮
像可能な撮像手段を有する内視鏡が必要になる。
【０００３】内視鏡装置においては、複数色の照明光を
観察部位に向けて順次照射する光源装置を設けることに
より、観察部位に向けてこの光源装置から複数色の照明
光を順次照射し、各色の照明光によって照明された観察
部位を順次撮像して観察映像を表示装置に表示させるよ
うにした撮像方法がある。この撮像方法は、内視鏡装置
特有のものであり、面順次撮像方式という。
【０００４】この面順次撮像方式を用いる一般的な電子
内視鏡装置においては、内視鏡の撮像部にＣＣＤやＣＭ
ＯＳなどに代表される白黒用の固体撮像素子を配置し、
この固体撮像素子で、光源装置から出射される赤色
（Ｒ）、縁色（Ｇ）、青色（Ｂ）の照明光によって照ら
される観察部位の光学像を順次、電子撮像する。
【０００５】そして、この固体撮像素子から順次出力さ
れる撮像信号を、内視鏡の外部装置であるカメラコント
ロールユニット（以下、ＣＣＵと略記する）に入力さ
せ、このＣＣＵ内に設けたＲ、Ｇ、Ｂに対応する３つの
映像メモリに映像データとして蓄積し、その後、この映
像データをＣＣＵ内のプロセス回路を介して映像信号化
してモニタへ出力する。
【０００６】つまり、面順次撮像方式の電子内視鏡撮像
装置では、図５に示すように所定の時間差で、異なった
時刻に順次撮像されたＲ、Ｇ、Ｂそれぞれの映像データ
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（R1,R2,R3…、G1,G2,G3…、B1,B2,B3…） をＣＣＵ内
のＲ、Ｇ、Ｂそれぞれに対応するＲ、Ｇ、Ｂ用映像メモ
リに蓄積し、その後、異なった時刻に撮像されたＲ映像
データ、Ｇ映像データ、Ｂ映像データを組み合わせるこ
とで表示系に示すようなカラー映像信号（ R1G1B1,R2G1
B1,R2G2B1,R2G2B2…）を生成してモニタに出力すること
により、モニタ画面上に前記固体撮像素子で撮像した観
察部位のカラー映像を表示させるようにしている。
【０００７】なお、前記面順次撮像方式の電子内視鏡装
置では、固体撮像素子の表面にカラーフィルタを貼り付
けたカラー用ＣＣＤを用いた電子内視鏡装置よりも色の
再現性が良好である。また、原理的にカラーＣＣＤより
も寸法を小さくして高解像度のカラー画像を得られる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
たように異なった時刻に撮像されたＲ映像データ、Ｇ映
像データ、Ｂ映像データを組み合わせたカラー映像信号
を、一定の周期でＲＧＢ面を同時に表示させる通常のモ
ニタ（垂直同期周波数６０Ｈｚ）に入力させると、撮像
タイミングと表示タイミングとが一致せずに、色ズレが
生じるという不具合が発生し、特に輪郭周辺では顕著で
あった。
【０００９】また、面順次撮像方式においては、ＲＧＢ
それぞれの映像データを蓄積するために３つ映像メモリ
がＣＣＵ内に必要であった。
【００１０】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、表示装置に表示されるカラー映像の色ズレを低減
した面順次撮像方式の電子内視鏡装置を提供することを
目的にしている。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡装置
は、被検対象に対し、複数色の照明光をそれぞれ所定の
タイミングで順次切り換えて照射する照明光供給手段
と、この照明光供給手段より照射された各色の照明光に
よって照らされた被検対象を撮像する撮像手段と、前記
照明光供給手段より順次切り換えて照射される複数色の
照明光それぞれの照射タイミングに同期し、各色毎に撮
像した撮像信号を出力させるように前記撮像手段を制御
する撮像制御手段と、この撮像制御手段から順次出力さ
れる前記各色毎の撮影信号に基づき、各色毎の映像信号
を順次生成する信号処理手段と、この信号処理手段によ
り順次生成される、前記各色毎の映像信号に基づいて各
色毎の画面を順次表示する表示手段とを具備している。
【００１２】この構成によれば、この表示手段に、撮像
タイミングと表示タイミングとを合わせて各色毎の映像
信号を表示させてることにより、表示手段に表示される
カラー映像の色ズレが低減される。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施形態を説明する。図１ないし図４は本発明の一実施形
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態に係り、図１は電子内視鏡装置の構成を説明する図、
図２は装置の主要部の構成を説明する図、図３は撮像垂
直同期信号と回転フィルタ同期信号とのタイミングを示
す図、図４は映像データと映像信号との関係を説明する
図である。
【００１４】図１に示すように本実施形態の電子内視鏡
装置１は、観察部位を面順次撮像方式で電子撮像する撮
像手段であるＣＣＤやＣＭＯＳなどの固体撮像素子（以
下、撮像素子と略記する）２１を内蔵した電子内視鏡
（以下、内視鏡と略記する）２と、この内視鏡２から出
力される映像データを、後述する信号処理手段となるプ
ロセス回路を通じて映像信号に変換し、出力するカメラ
コントロールユニット（以下、ＣＣＵと略記する）３
と、暗い被検対象である観察部位を照らす照明光を供給
する照明光供給手段である光源装置４と、前記ＣＣＵ３
から入力された映像信号を元にカラー映像を表示する表
示手段であるフィールドシーケンシャル方式（以下、Ｆ
ＳＣ方式と略記する）のモニタ５とで構成されている。
【００１５】このＦＳＣ方式のモニタ５は、前記ＣＣＵ
３から順次出力されるＲ映像信号、Ｇ映像信号、Ｂ映像
信号を受け入れ、Ｒ、Ｇ、Ｂそれぞれの映像画面を垂直
同期信号に合わせて順次表示する表示装置である。
【００１６】前記内視鏡２には観察部位まで挿入される
細長な挿入部２２と、この挿入部２２の基端側に設けら
れた把持部を兼ねる操作部２３と、前記操作部２３の側
部から延出して前記光源装置４に着脱自在なユニバーサ
ルコード２４とを備えて構成されている。このユニバー
サルコード２４内には照明光を伝送するライトガイドフ
ァイバ２６や、前記撮像素子２１から出力される映像デ
ータをＣＣＵ３へ伝送するための第１信号ケーブル（不
図示）及び前記撮像素子２１を駆動させる駆動信号を伝
送する第２信号ケーブル（不図示）等が挿通している。
【００１７】なお、図１及び図２に示すように前記挿入
部２２の先端部には前記撮像素子２１の撮像面に観察部
位の光学像を結像させる対物レンズ２５が配置されてい
る。符号２７は、前記ＣＣＵ３に接続される第１信号ケ
ーブル及び第２信号ケーブルが挿通した電気コードであ
る。
【００１８】図２に示すように前記ＣＣＵ３には撮像素
子２１を駆動させる駆動信号を生成する撮像制御手段で
ある駆動回路３１と、前記撮像素子２１から伝送された
アナログの映像データをデジタル信号に変換するＡ／Ｄ
変換回路３２と、望ましい画質に調整してＲ、Ｇ、Ｂそ
れぞれの映像信号を生成して前記モニタ５に出力するプ
ロセス回路３３とを備えている。
【００１９】前記光源装置４には観察部位を照明するた
めの照明ランプ４１と、この照明ランプ４１から出射さ
れる白色光を、赤色（Ｒ）、縁色（Ｇ）、青色（Ｂ）の
照明光に変換するフィルタを備え、所定の間隔で順次観
察部位に向けて照射するように前記照明ランプ４１に対
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して所定位置に配置された回転色フィルタ４２と、前記
撮像素子２１の撮像タイミングとこの光源装置４から順
次出射されるＲ、Ｇ、Ｂそれぞれの照明光の出射タイミ
ングとを一致させるためのレーザーダイオード（以下、
ＬＤと略記する）４３と、受光素子４４と、位相比較器
（以下、ＰＬＬと略記する）４５と、前記回転色フィル
タ４２を回転させるモータードライバ４６とを備えてい
る。
【００２０】上述のように構成した電子内視鏡装置１の
作用を説明する。図１に示すように内視鏡２のユニバー
サルコード２４を光源装置４に接続する一方、電気コー
ド２７をＣＣＵ３に接続する。そして、光源装置４及び
ＣＣＵ３の電源をＯＮ状態にする。
【００２１】すると、光源装置４においては、照明ラン
プ４１が点灯するとともに、回転色フィルタ４２が６０
Ｈｚで回転する。すると、照明ランプ４１から出射され
る白色光が回転色フィルタ４２に設けられているＲ、
Ｇ、Ｂそれぞれのフィルタを透過する。このことによっ
て、前記ライトガイドファイバ２６に１／１８０秒の間
隔で順次Ｒ、Ｇ、Ｂの照明光が供給され、このライトガ
イドファイバ２６を経由された照明光が観察部位に向か
って順次出射される。
【００２２】したがって、このライトガイドファイバ２
６から出射されたＲ、Ｇ、Ｂ各色の照明光で照らされた
観察部位の光学像は、対物レンズ２５を通過して１／１
８０秒間隔で撮像素子２１の撮像面に結像される。
【００２３】このとき、前記撮像素子２１をＣＣＵ３内
の駆動回路３１で垂直同期周波数１８０Ｈｚで駆動させ
ると、対物レンズ２５を通過して撮像素子２１の撮像面
に結像したＲ、Ｇ、Ｂそれぞれの光学像が１／１８０秒
間隔で順次、電子撮像される一方、この撮像素子２１か
ら順次各色の映像データとして出力される。
【００２４】本実施形態においては、図３に示すように
撮像素子２１の撮像タイミングと回転色フィルタ４２の
回転のタイミングとを一致させるため、前記撮像素子２
１の垂直同期信号（以下、ＶＤと略記する）を前記ＣＣ
Ｕ３から出力する一方、このＶＤと回転色フィルタ４２
の回転同期信号とを光源装置４内のＰＬＬ回路４５に入
力させて位相比較を行い、このＰＬＬ回路４５からの出
力信号をモータードライバ４６に入力させることによっ
て、このモータードライバ４６が回転色フィルタ４２に
附帯したモーターを駆動させる。
【００２５】前記撮像素子２１から順次出力される各色
の映像データは、ＣＣＵ３内のＡ／Ｄ変換回路３２にて
デジタル信号に変換され、その後、プロセス回路３３に
入力されて、所定の望ましい画質の映像信号となるよう
に信号処理されてモニタ５に出力される。
【００２６】つまり、簡略すると、図４に示すように撮
像素子２１等の撮像系で順次得られたＲ、Ｇ、Ｂ各色の
映像データを、プロセス回路３３でＲ映像信号、Ｇ映像
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信号、Ｂ映像信号に生成し、表示系であるＦＳＣ方式の
モニタ５へ順次出力することにより、このモニタ５には
１／１８０秒間隔で順次、Ｒ映像信号に対応するＲ画
面、Ｇ映像信号に対応するＧ画面、Ｂ映像信号に対応す
るＢ画面が表示される。
【００２７】このように、撮像系において順次得られた
Ｒ、Ｇ、Ｂの各映像データから順次、Ｒ、Ｇ、Ｂの映像
信号を生成してＦＳＣ方式のモニタ５に順次入力させこ
とによって、面順次撮像方式における映像の色ズレを抑
えることができる。
【００２８】また、カラーＣＣＤや液晶などの表示系の
カラー化においては、１画素につきＲ、Ｇ、Ｂそれぞれ
のセルが必要となるが、本発明の電子内視鏡装置の原理
においては、１セルでカラー化が可能であるので、撮像
系及び液晶などの表示系の高解像度化が原理的に可能で
ある。このことによって、映像系や表示系の小型化を図
れる。
【００２９】さらに、ＣＣＵにＲ、Ｇ、Ｂの各映像デー
タを蓄積するための映像メモリをなくすことができる。
【００３０】なお、前記撮像素子２１とＦＳＣ方式のモ
ニタ５の垂直同期周波数を１８０Ｈｚとしたのは、人間
の視覚特性における臨界融合周波数（ＣＦＦ：Ｃｒｉｔ
ｉｃａｌ  Ｆｌｉｃｋｅｒ  Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）を考
慮したためである。つまり、モニタ５の垂直同期周波数
が１２０Ｈｚ以下になった場合、人間の目は、実際には
白色の画面であるにもかかわらず、赤、緑、青の画面が
順次表示されたものと知覚してしまう。
【００３１】また、垂直同期周波数が１８０Ｈｚである
場合、他の映像信号規格との互換性を取り易いという利
点がある。
【００３２】さらに、本実施形態における撮像系は、垂
直同期周波数が１８０Ｈｚとかなり周波数が高いので、
複数の撮像素子を用いて時間差撮像するなど方法であっ
てもよい。
【００３３】なお、本発明は、以上述べた実施形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００３４】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００３５】（１）被検対象に対し、複数色の照明光を
それぞれ所定のタイミングで順次切り換えて照射する照
明光供給手段と、この照明光供給手段より照射された各
色の照明光によって照らされた被検対象を撮像する撮像
手段と、前記照明光供給手段より順次切り換えて照射さ
れる複数色の照明光それぞれの照射タイミングに同期 *
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*し、各色毎に撮像した撮像信号を出力させるように前記
撮像手段を制御する撮像制御手段と、この撮像制御手段
から順次出力される前記各色毎の撮影信号に基づき、各
色毎の映像信号を順次生成する信号処理手段と、この信
号処理手段により順次生成される、前記各色毎の映像信
号に基づいて各色毎の画像を順次表示する表示手段と、
を具備する電子内視鏡装置。
【００３６】（２）被検対象に対し、複数色の照明光を
それぞれ所定のタイミングで順次切り換えて照射する照
明光を供給する光源装置と、この光源装置より照射され
た各色の照明光によって照らされた被検対象を撮像する
撮像手段を備える内視鏡と、前記光源装置より順次切り
換えて照射される複数色の照明光それぞれの照射タイミ
ングに同期し、各色毎に撮像した撮像信号を出力させる
ように前記撮像手段を制御する撮像制御手段及びこの撮
像制御手段から順次出力される前記各色毎の撮影信号に
基づき、各色毎の映像信号を順次生成して出力する信号
処理手段を有するカメラコントロールユニットと、この
カメラコントロールユニットの前記信号処理手段で順次
生成され出力される各色毎の映像信号に基づいて各色毎
の画面を順次表示する表示装置と、を具備する電子内視
鏡装置。
【００３７】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、モ
ニタ画面上に表示されるカラー映像の色ズレを低減した
面順次撮像方式の電子内視鏡装置を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図４は本発明の一実施形態に係り、
図１は電子内視鏡装置の構成を説明する図
【図２】装置の主要部の構成を説明する図
【図３】撮像垂直同期信号と回転フィルタ同期信号との
タイミングを示す図
【図４】映像データと映像信号との関係を説明する図
【図５】従来の面順次撮像方式の電子内視鏡撮像装置に
よる映像データとカラー映像信号との関係を説明する図
【符号の説明】
１…電子内視鏡装置
２…電子内視鏡
２１…固体撮像素子
３…ＣＣＵ
３１…駆動回路
３３…プロセス回路
５…ＦＳＣ方式モニタ
４…光源装置
４２…回転色フィルタ
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